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生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓

☆
【
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

　
　   

声
に
出
し
て
読
む
～
お
と
な
の
た
め
の
音
読
会
～
】

第３４回余市味覚マラソン大会開催

生涯学習だより　

　本町の秋の一大イベントとして定着した第３４回余市

味覚マラソン大会は、秋晴れの空のもと、９月２５日（日）

余市運動公園陸上競技場を主会場に開催されました。

　大会には、道内外から１, ５４３名のランナーがエントリー

し、地元余市町からも８３名のエントリーがありました。

　コースは例年同様に、陸上競技場を発着点とし、各中

継地点を折り返すハーフマラソン・１０キロ・５キロの

３コースで、１５部門に分かれて実施されました。スターターは鈴木一弘大会長

が務め、ハーフマラソンを皮切りに、５分おきに陸上競技場をスタートしました。

　ランナーは、思い思いの走りでゴールを目指して、全力で駆け抜けました。

　走り終えたランナーには、参加賞のＴシャツや完走証が手渡され、表彰式会

場では完走した喜びを分かち合っている姿も見られました。

　今年の大会運営も、たくさんの方々のご支援・ご協力のもとに進められ、全

日程を無事に終了することができました。

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

◆問合せ　図書館（☎22―6141）
http://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp/

開館時間  午前10時～午後６時30分

「やさしい手話教室」開催

　女性学級第８回学習講座「やさしい手話教

室」は、後志ろうあ協会余市支部の伊藤利恵子

さんを講師にお迎えし、２９名が参加して行わ

れました。

　初めは緊張しながら見よう見まねで手を動か

していた受講生でしたが、講師の先生がジョー

クを交えながら分かりやすく教えてくれたの

で、楽しく学習に取り組むことができました。

　また、学習の支援・補助のために、余市手話

会から通訳補助ボランティアとして３名の方に

参加いただき、受講者

の理解がより深まりま

した。

　あたたかい雰囲気の

中で手話と向き合い、

学ぶことができた充実

した学習講座となりま

した。

《鈴木大会長》  《スタート直前３０秒前！》

～手話で自己紹介を～

☆
11
月
17
日

（木）   

午
後
１
時
30
分
～

●
講
話
「
防
災
講
演
会
」
　

201
・
202
号
室

◆
講
師　

余
市
町
役
場
防
災
担
当
職
員

　
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
目
指
す
た
め

に
、
「
防
災
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
災
害
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
判
断
・
行

動
が
で
き
る
よ
う
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
11
月
14
日

（月）   

午
後
１
時
～

●
実
習
「
折
り
紙
教
室
」
　

201
・
202
号
室

◆
講
師
　
新
井
田
勢
津
子
さ
ん

　

折
り
紙
の
「
く
す
玉
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
同
じ
パ
ー
ツ
を
作
り
、
そ
の
パ
ー

ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
く
す
玉
を
作
り
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
、
す
て
き
な
イ
ン
テ
リ
ン
テ
リ
ア
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

※
受
講
希
望
者
は
、
11
月
９
日

（水）
ま
で
に
公
民
館
へ
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。
（
当
日
、
材
料
費
と
し
て
100
円
徴
収
し
ま
す
）

女
性
学
級
　
今
月
の
学
習

 《手話を学ぶ受講生》

　
み
な
さ
ん
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
声
を
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
発
声
や
腹
式
呼
吸
の
方
法
も
練
習
し
ま
す
。
音
読
作

品
は
高
村
光
太
郎
の
「
道
程
」、
芥
川
龍
之
介
の
「
蜘
蛛
の
糸
」

な
ど
で
す
。
道
民
カ
レ
ッ
ジ
を
受
講
さ
れ
て
い
る
方
は
１
単

位
取
得
で
き
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
4
日

（日）　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
講
師　

星
野
ま
ど
か
さ
ん

◆
対
象
及
び
定
員　

高
校
生
～
大
人
ま
で　

20
名
程
度

　

配
布
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
図
書
館
カ
ウ
ン

　

タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）

◆
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
水
分
補
給
の
で
き
る
も
の

☆
【
宇
宙
ふ
れ
あ
い
デ
イ 

in 

宇
宙
記
念
館
　
絵
本
よ
み
き
か
せ
】

　

11
月
3
日
（
木
・
祝
）
午
前
11
時
45
分
～
午
後
０
時
15
分

　
※
場
所
は
宇
宙
記
念
館
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

   

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
2
時
～

☆
【
お
は
な
し
会
】    

11
月
12
日

（土）
、
26
日

（土）

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会
】
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　

11
月
2
日
、
９
日
、
16
日
の
毎
週
水
曜
日

第
２
回
よ
い
ち
っ
子
世
代
間
交
流

　

「
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
の
お
知
ら
せ

　

世
代
間
の
交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
誰
も
が
手
軽
に

で
き
る
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
の
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
る
大
会
で
す
。
チ
ー

ム
だ
け
で
な
く
、
個
人
で
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
開
始
前
に
簡
単
な
ル
ー
ル
説
明
と
投
球
練
習

を
行
い
ま
す
。

◆
日
　
時　

12
月
3
日

（土）　

 

　
　
　
　　

開
会
式　

午
前
９
時
15
分
、
開
始　

午
前
10
時

　
　
　
　
　

閉
会
式　

午
後
１
時

◆
会
　
場　

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

◆
内
　
容　

３
人
１
組
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

◆
対
象
者　

小
学
生
か
ら
成
人
男
女　

※
参
加
費
無
料

◆
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
、
飲
み
物
等

◆
申
込
み　

参
加
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
11
月
22
日

（火）
ま

　
　
　
　
　

で
に
中
央
公
民
館
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

 《競技場を駆け抜けるランナー》

【大人映画会】（午後２時～）
6 日（日） 「ルーキー」（洋画）

10 日（木） 「明智小五郎対
   怪人二十面相」（邦画）

17 日（木） 「俺たちは天使じゃない」（洋画）

20 日（日） 「おとうと」（邦画）

24 日（木） 「三国志」（洋画）

【祝日大人映画会】
３日（木） 「鉄道員（ぽっぽや）」（邦画）

【子ども映画会】
5 日（土） 「ウォーリーをさがせ！

    ウォーリーとよわむし吸血鬼」

19 日（土） 「ピーターパン」

【祝日子ども映画会】
23 日（水） 「トムとジェリー魔法の指輪」

※
右
の
行
事
の
会
場
は
す
べ
て
図
書
館
で
す

☆
【
今
月
の
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

   　
　
　
　

11
月
１
日 

（火）  

、
30
日

（水）
は
図
書
整
理
日

　

鬼
瓦
（
お
に
が
わ
ら
）
は
和
風
建
築
の
屋
根
の
両
端
な
ど

に
設
置
さ
れ
る
大
き
な
板
状
の
瓦
で
、
略
し
て
「
鬼
」
と
も

呼
ば
れ
、
厄
除
け
と
装
飾
を
目
的
と
し
た
瓦
で
す
。
ま
た
雨

水
が
漏
れ
て
屋
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
役
目
も
あ
り
ま

す
。
町
内
に
も
鬼
が
乗
る
蔵
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

　

浜
中
町
の
国
指
定
史
跡
旧
余
市
福
原
漁
場
に
あ
る
蔵
（
文

書
庫
）
の
鬼
瓦
の
一
部
が
、
春
先
の
強
風
で
破
損
し
ま
し
た

（
写
真
）
。
先
月
ま
で
応
急
処
理
の
た
め
の
工
事
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
、
足
場
が
組
ま
れ
て
い
た
の
を
見
か
け
た
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
修
理
し
た
鬼
瓦
は
「
２
尺
５
寸
の
鬼
」
と
呼
ば
れ
（
２

尺
５
寸
は
約
80 

ｃｍ
）、
頂
部
か
ら
ま
っ
す
ぐ
下
が
っ
た
下
端

ま
で
の
長
さ
か
ら
、
そ
う
し
た
呼
ば
れ
方
を
し
ま
す
。
北
海

道
内
で
は
数
少
な
い
大
き
な
鬼
瓦
だ
そ
う
で
す
。
側
面
に
は

「
能
美
郡
寺
井
町
ユ
ノ
タ
ニ
」
（
現
在
の
石
川
県
能
美
市
）
と

地
名
が
あ
っ
て
製
作
地
が
わ
か
り
、
そ
の
下
に
は
鬼
師
（
鬼

瓦
専
門
の
職
人
さ
ん
）
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
積

雪
の
あ
る
北
陸
地
方
で
実
績
の
あ
る
瓦
が
福
原
漁
場
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

鬼
瓦
の
頭
頂
部
に
あ
る
円
筒
状
の
瓦
は
「
鳥
休
み
（
と
り

や
す
み
）
」
と
言
い
ま
す
。
鳥
が
休
む
に
は
ち
ょ
っ
と
太
す

ぎ
ま
す
が
、
そ
の
瓦
の

背
面
に
は
鳥
の
巣
が
あ

り
ま
し
た
。

　

海
側
と
山
側
で
一
対

に
な
っ
て
い
る
鬼
瓦
の

劣
化
度
が
違
う
こ
と
な

ど
も
今
回
わ
か
り
ま
し

た
。
今
年
の
公
開
も
あ

と
ひ
と
月
余
り
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
長
い
冬

を
迎
え
ま
す
。

　「
お
に
が
わ
ら
」

 《補修前の鬼瓦（右側が欠けた部分）》

寿大学・女性学級学習講座

　女性学級は１０月３日（月）、寿大学は６日（木）

に「収穫体験」講座をメッセ・アップルドリーム（農

村活性化センター）で行い、合わせて８０名以上が

参加しました。

　両講座とも前半は「ワイン産業の振興とワイン特

区」というテーマで本町のワインについて学習し、

後半はりんごの収穫を体験しました。

　本町の特産品である果物について学ぶことがで
きた実りある学習講座となりました。

 《女性学級学習風景》

ワインの学習とりんごの収穫

 《寿大学収穫風景》

～１５００人が力走～

寿大学サークル活動発表会～日ごろの練習成果を披露！～

　寿大学には、「詩吟・民謡・カラオケ・歌声（女性学級との合同サークル）」の４つの自主サークル

があり、５月から月２回の練習を熱心に行ってきました。その成果を披露し合う発表会が、９月１５

日（木）に中央公民館で行われ、寿大学・女性学級合わせて７０名が参加しました。各サークルの発

表には温かい声援や拍手がたくさん送られ、大変盛り上がった楽しいサークル発表会となりました。

《詩吟サークル》

　6 名で合吟「吟詠道」・歌謡

吟「古城」他独吟 6 曲を吟じ

ました。大きな声で迫力ある

発表に魅了されました。

《民謡サークル》
　9 名で全国各地の民謡 11

曲を披露しました。声量のあ

る声が会場内に響き、最後は

参加者全員で「北海盆唄」を

唄いました。

《歌声サークル》
　女性学級の友情出演があ

り、約 3 ０名で「ドレミの

うた」 他３曲を発表しまし

た。とってもきれいなハーモ

ニーでした。

《カラオケサークル》
　１0 名が日頃鍛えた喉で自

慢の歌を披露しました。情感

たっぷりの歌声は、聴いてい

る人の心に響きました。

寿
大
学
　
今
月
の
学
習

 《公民館窓口に展示中》

【
期
日
変
更
】

11
月
10
日
か
ら
上

記
の
日
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。


